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

保育再生の設計図

 名もなき作業からの

解放 +  園理念の具現化 

単なるツール導入ではなく、保育士の専門性を解放し、創造的な未来を創るための根幹的介入

本戦略の核心

 保育の質そのものを

変革


PHASE 1: 短期目標

AI絵本読み聞かせガイド

市場認知と信頼関係の構築

具体的な活用イメージが湧きやすい「読み聞かせ」を入り口と

したサブスクリプションモデルを提供。まずはサービスの手軽

さと有効性を実感してもらう。


PHASE 2: 長期目標

包括的AIコンサルティング

LTV（顧客生涯価値）の最大化

園独自の理念を「魂」としてデータベース化し、業務改善ツー

ルまで一貫して支援。「保育園DXのパートナー」として代替不

可能な地位を確立する。

 戦略の全体像と目的 Confidential - 2025/12/27



 膨大な書類・制作物

指導案、連絡帳、日誌、壁面制作。手書き文化や非効率な事務フローが、

子どもと向き合う時間を圧迫しています。

 長時間労働と持ち帰り残業

勤務時間内に終わらない事務作業は、休憩時間の返上や自宅への持ち帰り

で消化されており、疲弊を招いています。

深刻な悪循環（ネガティブ・スパイラル）

 子どもとの時間減少 専門職としての喜び毀損 離職・人手不足

保育士の1日（業務時間配分）

本来業務 事務作業 名もなき作業

30%
見えない負担

 名もなき作業の累積

片付け、準備、消毒、掲示物管理など、名前すら与えられない無数の作業

の積み重ねが、保育士から「余裕」を奪っています。

最大の課題

 保育業界の現状と課題 Confidential - 2025/12/27



 園長・主任保育士
経営・管理の視点

関心事・KPI

園の評判向上 園児数確保 教育の質均一化 職員定着

顕在的な課題 (PAIN)

新人とベテランのスキル格差が埋まらない

園の方針や理念が現場に浸透しない

業務負担過多による保育士の離職が止まらない

属人性に頼らない「持続可能なレガシー」を築き、
地域で選ばれ続ける園でありたい


潜在的な欲求 (INSIGHT)

 現場の保育士
専門職・現場の視点

関心事・KPI

クラス運営 子どもとの時間 保護者対応 残業削減

顕在的な課題 (PAIN)

事務作業に追われ、子どもと向き合う余裕がない

自分の保育内容への根拠や自信が持てない

持ち帰り残業が常態化し、プライベートがない

「名もなき作業」から解放され、
専門職としての「喜びと意味」を再発見したい


潜在的な欲求 (INSIGHT)

 ターゲット顧客の再定義とインサイト分析 Confidential - 2025/12/27

 共通する「意味」への欲求
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機能的ベネフィット

具体的な解決策・ツール


機能的価値

 保育指導要領準拠『AI絵本読み聞かせガイド』

 活動アイデア・行事計画の自動生成アシスト

 園独自の理念・方針を反映したデータベース構築支援WHAT IT IS

感情的ベネフィット

得られる心の状態


感情的価値

 日々の判断への「安心」と専門性への「自信」


子どもや同僚と向き合うための「心と時間の余

裕」

 子どもの成長を実感できる保育本来の「喜び」HOW IT FEELS

究極のゴール

理想の姿・存在意義


自己実
現価値



園長：理念を仕組み化

し、地域を育む教育リー

ダーへ



保育士：創造的業務に集

中し、誇りあるプロフェ

ッショナルへ

WHO I

BECOME

Who I become

 コア・バリュープロポジション：「意味消費」への転換 Confidential - 2025/12/27



競合は他社製品だけではありません。最大の敵は、変化を拒む「現状維持バイアス」です。

提供価値 (VALUE)

勤怠管理、連絡帳アプリなどのバックオフ

ィス業務の効率化。既存業務のデジタル置

換。

限界点 (LIMIT)

  保育の「質」そのものへの介入は少な

く、機能が断片的。事務処理は早くなる

が、保育内容は変わらない。

提供価値 (VALUE)

ChatGPT等でのアイデア出しや、従来の指

導案集の活用。手軽な情報収集と壁打ち。

限界点 (LIMIT)

  園独自の文脈（理念・方針）を理解し

ておらず、回答の信頼性に欠ける。活用が

個人のスキルに依存し属人化する。

提供価値 (VALUE)

「これまで通りのやり方」を続ける心理的

安心感。新しい学習コストが不要。

限界点 (LIMIT)

  潜在的な非効率（名もなき作業）を放

置し、保育士の疲弊と離職を招く。長期的

には園の競争力と魅力を失う。



保育ICT・特化AI

直接競合



汎用AI・紙媒体

代替競合



現状維持バイアス

間接競合

 競合分析と差別化戦略 Confidential - 2025/12/27

最大の競合



他社が真似できない3つのコア・バリュー
点ではなく「面」で支援し、効率化の先の「意味」にコミットする

園の「魂」を
デジタル化

園の理念・方針・成功事例を

。断片的なツール提供ではなく、

AIが園の文脈を深く理解し、一貫性のある助

言を行い続ける仕組みを構築します。

 体系的アプローチ


1

SYSTEM & STRATEGY

導入プロセスの
具体性

「DX」という言葉に抵抗感がある層にも配慮

し、 という具体

的で手軽な成功体験から開始。現実的なステ

ップで包括的な変革へと導きます。

 小さな成功から拡大


3

FEASIBILITY

「制度的記憶」

としてDB化 『AI絵本読み聞かせガイド』

「意味」への
フォーカス

業務効率化はあくまで手段です。我々のゴー

ルは、保育士の働きがい向上や園のブランド

価値向上といった です。自己

実現を支援するコンサル視点が最大の違いで

す。

 働きがいの創出


2

PURPOSE & ENGAGEMENT

「意味」の実現

 独自の強みと差別化要因 Confidential - 2025/12/27




